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イザーの研究から多くを学んだ。Milton Gaither, American Educational History Revisited: A 

























                                                   
8 Gaither, op. cit., p. 70. 
9 ゲイザーも、本書が「明示的にノーマルスクールのために書かれた初めてのテキスト」であることを
確認している（Gaither, op. cit., p. 70.）。  






（History of Literature）は、他の著作に比べ、18 世紀までの英国の教育条件に光を投げかけてい
る。」（Brockett, op. cit., pp. 5–6.） また、ゲイザーもブロケットがシュミットやフリッツから多くの
素材を持ち込んでいることを指摘しているが、特にフリッツと異なるブロケットの特徴として中世に対
する否定的叙述、ルネサンスへの肯定的評価を読み取っている。（Gaither, op. cit., pp. 70–71.）この
ことは、おそらくは宗教的な背景の違いに由来すると考えられる。また、シュミットについてゲイザー
が参照しているのは下記文献であるが、ブロケットが参照したものがシュミットのどの論考であるのか
は判然としない。Karl Schmidt, Geschichte der Pädagogik: Dargestellt in Weltgeschichtlichen 
Entwicklung und im Organischen Zusammenhang mit dem Kulturleben der Volker, 4 vols., 
Köthen, Germany: P. Schettler, 1876–90. 
11 「合衆国における完全な教育史はいまだ書かれていない」。その準備を長く続けてきたヘンリー・バ
ーナードの「生と健康が〔……〕長らえ、名声をさらに高めるに違いない作品が完成されることを希望


































 ゲイザーによれば、南北戦争以前に書かれた最初期の教育史である H. I. スミスの
                                                   




支配（the dominion of man）に向けた新たな世界を切り開いてきた。」（Brockett, op. cit., p. 253.） 
なお、田野村忠温の「科学」の語史研究では、西村訳のヒロビブリアス『教育史』が science を「学
術」と訳している例として紹介されている。（田野村忠温「「科学」の語史——漸次的・段階的変貌と普
及の様相」『大阪大学大学院文学研究科紀要』第 56 号、123–181 頁、2016 年 3 月。）  
14 「〔……〕ローマ人たちはギリシア人たちよりも頑固で粗暴であり、美的文化を受け入れることがで
きなかった。」（Brockett, op. cit., p. 91.）  
15 Brockett, op. cit., p. 220. 
16 例えば教育史叙述の特徴を自然主義と人文主義あるいは古典主義という概念で整理しようと試みる
とき、こうしたブロケットの叙述の特徴は記されてしかるべきだろう。19 世紀から 20 世紀初頭にかけ
てのアメリカ合衆国において「古典的なもの」の価値づけがいかに変化したかについては例えば下記文
献を参照。Caroline Winterer, The Culture of Classicism: Ancient Greece and Rome in American 

































T. ハリスの International Education Series、ニコラス・M. バトラーの The Great 
Educators、M. G. ブランボーの Lippincott Educational Series、カバリーの
















                                                   
17 H. I. Smith, Education, New York: Harper and Brothers, 1842. 
18 Gaither, op. cit., pp. 62–65. 


































                                                   
20 歴史叙述がキリスト教的「普遍史」から「文明史」的な段階を経ることはアメリカ教育史に限った
ことではない。世界史の叙述様式の諸相については、秋田茂・永原陽子・羽田正・南塚信吾・三宅明
正・桃木至朗編著『「世界史」の世界史（MINERVA 世界史叢書  総論）』（ミネルヴァ書房、2016 年）
所収の各論考に多くを学んだ。特に、キリスト教的「普遍史」については岡崎勝世「第６章 キリスト
教的世界像」（132–153 頁）を、近代日本の黎明期に小学校、中等学校、師範学校などの教科書として
使われ人々の世界史認識を形成した「万国史」については南塚信吾「第 14 章 近代日本の「万国
史」」（293–320 頁）を参照。後者にはブロケットの訳者である西村茂樹の仕事についての情報も含ま
れている。  
21 Gaither, op. cit., pp. 65–67. Cremin, op. cit., Chap. 2, Chap. 3. ただし、19 世紀後半に書かれ
たブロケットの教育史と 20 世紀初頭に書かれた教育史著作群とではその関心も社会的機能も異なった
ものであったことには注意が必要である。例えば 20 世紀の初頭に書かれ邦訳もされたポール・モンロ
ーの著作（Paul Monroe, A Brief Course in the History of Education, New York, London: The 












































































































































礎知識シューターたち（Bacchantes and A. B. C. 
shooters）〔ABC Schützen；シューターの一人だ
ったらしいトーマス・プラッター（Thomas 
Platter）の自伝からシュミットが『教育学史』で
取り上げている模様〕——後者の苦難——麻や綿
の紙の導入——この時期の教科書——学校での鍛
練の厳格さ——神秘主義者たちのなかでの傑出し
た教育推進者——この時期には大部分が無視され
ていた女性教育 
 
第 14章 騎士道精神とその教育への影響——歌の
なかに現れる英雄たちのおこないの賞賛——吟遊
詩人たち、トルベール〔11～14世紀頃北フランス
で活躍した吟遊詩人の一派〕、ミンネゼンガー〔12
～14世紀にドイツで叙情詩、特に騎士道的恋愛詩
を歌って遍歴した宮廷吟遊詩人・叙情詩人〕——
『シャンソン』と『シルベンテス』——14世紀イ
タリアにおける文芸復興——ヨーロッパの諸言語
への形式的影響——クリュソロラス〔近代西ヨー
ロッパ最初のギリシア語文法書 Erotemata (1484)
で有名〕およびその他の傑出したギリシア語教師
たちの南ヨーロッパへの移住——古典ギリシア語
研究の普及——フェルトレのヴィットリーノ、当
代の最も傑出した教師の一人——メディチ家や他
のイタリア君主たちによる文学の保護援助——イ
タリアにおける傑出した学者や教師たち——ゲラ
ート・フローテ（Gerard Groot）と共同生活兄弟
会——イングランドにおけるイートンやウィンチ
ェスターの諸学校の確立 
 
第 15章 14世紀終末におけるヨーロッパの道徳
的条件と 15世紀の開始——印刷技術の発明——ア
メリカの発見——教育を促進する上でのこうした
出来事の影響力——15世紀ドイツにおける傑出し
た学者や教師たち——16世紀における宗教改革の
夜明け——教育者としてのエラスムス、ルター、
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メランヒトン、ツヴィングリ、カルヴァン——教
育の一般的普及にとってのルターによる極めて多
くの仕事 
 
第 16章 ヨハネス・シュトゥルム、16世紀ドイ
ツにおける最も傑出した教師——トロッツェンド
ルフおよびその他の傑出したシュトゥルムの同時
代人たち——イングランドにおける教育の進歩—
—イエズス会による学校や教育体系の組織化——
この体系の主要な特徴——M・ヴィラーによるそ
の性格描写——イエズス会により使用された教科
書——それらが実際に成し遂げたよい結果——最
良のプロテスタント諸学校の凋落 
 
第 17章 ベーコン卿の『ノヴム・オルガヌム』—
—古典主義者たちの時代——ラブレー、モンテー
ニュ——ペトルス・ラムスとアリストテレス主義
的哲学——高等数学および物理科学における進歩
——地理学的な学問の向上——スティーブンの
『シソーラス』——コンスタンティン、カルピー
ノ、スカプラらの辞書——ヴォルフガンク・ラト
ケ——彼の新たな計画、そしてそれらの欠陥——
教育のためにおこなった仕事において高い栄誉を
受けるに値する、ジョン〔ママ〕・アモス・コメニ
ウス——彼の『開かれた言語の扉』——彼の『世
界図絵』、最初の絵入り学校教本——彼のその他の
教育的著作 
 
第 18章 ヤンセン主義者たち、教育の大義のもと
おこなわれた彼らの仕事——17世紀の傑出した古
典主義の学者たち——その世紀のヨーロッパにお
ける文芸の進歩——敬虔主義者たちの学派——フ
ェヌロン——彼の『テレマックの冒険』——シュ
ペーナー—―ハレ大学——フランケ——彼の博愛的
情熱——孤児学校およびそれと連結する諸制度—
—古典の訓練の欠如、これらの諸学校の欠点〔本
文には、ラテン語は慎重に教えられたがギリシア
語では『新約聖書』が唯一のテキストだった、と
ある〕——次いで展開したパリサイ主義への傾倒 
 
第 19章 17世紀のニューイングランド植民地に
おける教育の進歩——マサチューセッツおよびコ
ネチカットにおける学校やカレッジの設立に向け
た法的規程——同じ目的に向けたニューヨークで
の法制——その他の植民地——ヨーロッパにおい
て共通学校（common schools）の体系を確立した
最初の国としてのスコットランド——ラサールと
キリスト教学校兄弟会〔本文に 1679年創立とある
のでいわゆる修士会以前のものか〕——1856年時
点でのこれらの学校の統計〔本文では 871校、
300,000人が通っていたとされている〕 
 
第 20章 ヒューマニストたちと彼らの教授体系—
—傑出したヒューマニストの教師たち——J. J. ル
ソー—―彼の『エミール』が教育に対して持った影
響力——ジョン・ロック——ジョン〔ママ〕・B. 
バゼドウ——彼の初期の経歴——『初等教科書』
（Elementar-Werk）——汎愛学院——彼の個人的
教授の小さな成功——彼の努力によって教育に与
えられた衝動——バゼドウの後に続いたヴォルケ
やその他の者——ツィンツェンドルフ伯爵——聾
唖者や盲人、少年非行その他の教育のための人道
主義的施設——商業などのための特別な学校——
教育について書いた傑出したドイツ人たち 
 
第 21章 ペスタロッチ——彼の著作のなかで展開
された教育観の要約——彼の立場のいくつかへの
反論——彼自身の教師としての不完全な成功——
現代におけるペスタロッチ主義のシステムの普及
——ペスタロッチと同時代の他の教育改革者——
フェレンベルク（Fellenberg）、ジャコトー
（Jacotot）、フェルビガー（Felbiger）、ジラール
師（Father Girard）、ランカスター—―彼らのいく
つかの方法へのレビュー—―オーストリアでフェル
ビガーによって導入された、Saganの方法の採用
——一時のイングランドおよびアメリカでの普及
——その欠陥——教育を促進する上での、オバー
リン、ツェラー（Zeller）兄弟、ヴェーリ
作新学院大学女子短期大学部研究紀要（第 1号） 
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（Vehrli）、ヴィッヒェルン（Wichern）らの仕事
——活気づく未来への展望 
 
第 22章 世界の主要国における現在の教育条件の
レビュー—―イングランド——スコットランド、ア
イルランド、フランス、スペイン、ポルトガル—
—教会領の諸国、サルディニア、トスカナ、ナポ
リ、トルコ、ギリシャ、ロシア、ラップランド、
フィンマルク——ノルウェー、スウェーデン、デ
ンマーク 
 
第 23章 ゲルマン諸国——プロイセン、ザクセ
ン、ヴュルテンベルク——オーストリア、ボヘミ
ア、クロアチア、イタリアにおけるオーストリア
大公領——バイエルン、メクレンベルク、より小
さな諸国——傑出した存命の最近のドイツ人教育
著述家——アフリカ——エジプトとオスマントル
コの属国——アルジェリア、シエラレオネ、リベ
リア、ケープ植民地——アフリカ大陸の他の部分
——アジア——ペルシア、独立の中国系タター
ル、アフガニスタン、バルーチスタン
（beloochistan）、シベリア、中国、日本——チベ
ット、シャム〔タイ〕、トンキン〔ベトナム北
部〕、ビルマ、マラッカ、カレン〔ビルマ東部およ
び南部〕およびシャイアンス（Shyens）、イン
ド、オーストラリア、ニュージーランド、太平洋
諸島 
 
第 24章 北アメリカと南アメリカ——東部カナダ
と西部カナダ——合衆国——北部諸州と南部諸州
——ヒスパニック系アメリカの諸州：メキシコ、
中央アメリカなど——西インド諸島：キューバ、
ポルトリコ、ジャマイカ、トリニダード、ハイチ
など——南アメリカ——ニューグラナダ（New 
Grenada〔ママ〕）、ヴェネズエラ、エクアドル—
—仏領ギアナ、蘭領ギアナ、英領ギアナ——ブラ
ジル、アルゼンチン連合、ブエノスアイレス、ウ
ルグアイ、パラグアイ——チリ、ボリヴィア、ペ
ルー 

  
